
そ
の
活
動
は
「
笑

D
o
�
f
o
r
�
S
m
i
l
e

顔
の
た
め
」

　
東
日
本
大
震
災
津
波
が
発
生
し
た
３
月

11
日
の
約
１
カ
月
後
、
明
治
学
院
大
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
学
生
た
ち
が

被
災
地
に
訪
れ
、
学
校
の
再
開
支
援
や
支

援
物
資
の
整
理
な
ど
を
行
な
っ
た
の
が
、

こ
の
活
動
の
始
ま
り
。
平
成
24
年
3
月
28

日
に
は
、
継
続
的
な
復
興
支
援
活
動
と
包

括
的
な
連
携
の
も
と
、
文
化
・
産
業
・
教

育
な
ど
の
分
野
で
相
互
に
協
力
し
合
う
た

め
、「
明
治
学
院
大
学
と
大
槌
町
と
の
協

働
連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結
。

後
に
「D

o�for�Sm
ile

＠
東
日
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
さ
れ
た
数
多
く
の
支
援

活
動
は
、
10
年
間
に
わ
た
り
、
大
学
生
主

体
で
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

遊
び
場
と
学
習
支
援

　
震
災
津
波
に
よ
っ
て
遊
び
場
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
安
全
に
遊
べ

る
空
間
を
提
供
す
る
た
め
始
め
た
活
動
が

「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」。こ
の
活
動
は
、月
１
回

開
催
さ
れ
、
ミ
サ
ン
ガ
作
り
や
ス
ラ
イ
ム

作
り
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
、子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
成
長
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
は
、
町
内
中
学
生
の
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
勉
強
の
合
間
に
は

ス
イ
カ
割
り
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
触
れ
合

い
、
大
学
生
た
ち
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
作

ら
れ
た
「
吉
里
吉
里
カ
ル
タ
」
は
、
吉
里

吉
里
地
区
の
文
化
や
生
活
を
楽
し
み
な
が

ら
知
っ
て
も
ら
う
も
の
と
し
て
、
吉
里
吉

里
地
区
の
各
所
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
学
生
た
ち
は
、
10
年
も
の
歳
月
を
か

け
て
、住
民
と
の
繋
が
り
を
深
め
ま
し
た
。

町
と
大
学
が
結
ん
だ
協
定
は
、
令
和
６
年

３
月
31
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
吉
里
吉
里
住

民
と
大
学
生
た
ち
と
の
絆
は
、
吉
里
吉
里

地
区
の
文
化
と
歴
史
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ

と
し
て
、
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

と
と
も
に
地
域
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　大槌町立吉里吉里学園PTA会長　芳
は

賀
が

  新
あらた

 さん
　明治学院大学ボランティアセンターの学生の皆さんには、震災直後から、吉里吉里のお祭り
や運動会など息の長い支援活動を続けていただきました。吉里吉里地区の住民は、学生の皆さ
んの笑顔に救われたと思います。皆さんの今後の活躍を期待しています。

吉
里
吉
里
の
文
化
を
後
世
に

　
吉
里
吉
里
地
区
の
言
葉
な
ど
の
文
化
を

町
の
誇
り
と
し
て
保
存
し
、
地
域
の
内
外

に
発
信
す
る
た
め
「
吉
里
吉
里
の
言
葉
と

文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
」
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
吉
里
吉
里
語
辞
典
」
の

著
者
・
関せ

き
谷や

徳と
く

夫お

さ
ん
の
「
吉
里
吉
里
語

を
後
世
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
を
受

け
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
震
災
津
波
で
少

な
く
な
っ
た
吉
里
吉
里
語
辞
典
の
再
出
版

作
業
に
協
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
芸

能
や
郷
土
料
理
な
ど
の
文
化
を
保
存
す
る

活
動
な
ど
も
幅
広
く
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
津
波
の
復
興
支
援
活
動
に
尽
力
い
た
だ
い
た
明
治

学
院
大
学
の
学
生
た
ち
。
吉
里
吉
里
地
区
で
立
ち
上
げ
た「D

o for Sm
ile

＠
東
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

第21回

明
治
学
院
大
学
と
大
槌
町  

10
年
の
軌
跡

◀ 2月21日（水）、これまで
の活動に感謝を込めて、明
治学院大学の村

むら

田
た

玲
れ

音
お

学長
（写真右）に感謝状を贈り
ました。

　明治学院大学法学部法律学科 平成25年卒業生　笠
かさ

井
い

  ゆり さん
　どれ程の月日が過ぎ去って、立場や場所が変わっても、私たちが大槌町の皆さんを忘れるこ
とは決してありません。言葉にできない苦しみの中で、私たちにかけてくださった言葉や思い
を胸に、一緒に走り続けます。

🌸

🌸

届いたメッセージ
届いたメッセージ

10 年の軌跡には10 年の軌跡には
　　多くの笑顔が咲き誇る　　多くの笑顔が咲き誇る

▲ 明治学院大学ボランティア
センターの学生たちと「吉
里吉里カルタ」で交流を楽
しむ地域の子どもたち

震災直後、学校再開のため被災した小学校から
机やいすを運び出す大学生たち

わんぱく広場に集まってくれた
みんなと一緒に記念撮影
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